
読解と部分作文による、考える授業 
〜読み書きを通して、知識学習を思考力・判断力・表現力につなげる〜 

 

渡邉 博司（元スイス公文学園高等部校長）  

 

 21 世紀の日本の教育は知識習得型の教育から課題探究型の教育への転換が求められて

いるが、知識・技能を思考力・判断力・表現力につなげる技法が未だ課題となっている。

その技法の一つとして、教科学習において「読み書き」で知識学習を思考力・判断力・表

現力につなげる授業形式を考案して実践した。以下はその報告である。 

 

⚫ 読み書きを中心にする授業のねらい 

• 読み書きによって、知識を確実にして深める 

• 読み書きによって、知識を活用して思考力・判断力・表現力につなげる 

 

⚫ 読み書きを中心にする授業実現のための工夫 

工夫１：授業のモジュール化 

読み書きの活動が指導に有効なのは、読む作業、書く作業をすることで一定の思考

量を確保できるからである。聞いているふりや分かったふりをしてその場をやり過ご

すことはできず、作業が確実に知的活動を保証する。その結果、知識の定着を確実に

することができ、作業の知的内容やレベルを上手く設定すれば、思考を次第に深化さ

せられる。そのための作業時間を確保できるように授業をモジュール化した。 

工夫２：校内ネットワークの活用 

ネットワークを十全に活用すれば、モジュール化した授業をサポートするほか、生

徒は多くの情報に素早くアクセスして、情報を収集し選択することができる。さらに、

それらを整理、再構築するプロセスで他の生徒と情報の交換ができれば、思考を広げ

深めることができる。 

 

⚫ 授業のモジュール化 

日々の知識のための授業は３つのモジュールからなる。 

原則、１単元＝３モジュール＝１コマ（50 分） 

Pre-view 

5〜10 分 

・既習内容を本時につなげる 

・テーマの意味を日常の生活、社会からとらえておく 

・教科書、資料の記述を先習 

Work 

35〜40 分 

・Pre-view の内容を本時の中心概念につなげる 

・中心概念の理解を中心に 

Review 

5〜10 分 

・本時の内容を自己確認 

・新知識を深める、活用する 
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【導入】 
「今日は何をやるか」を理解する 
 
・設問のパターンは毎回異なる 
 
・憲法前文を読んで「国民主権」
を述べている箇所に下線を引く 
←「主権」という言葉がどのよう
に扱われているかを見ておく 
 
・シートは電子的に配布され、生
徒は PC 上で作業し、電子的に提
出する 
 
・生徒解答例を使って説明 教師
が見ているシートはスライド映写
機でスクリーンに映す  

【授業本体】 
「単元の内容」を理解する 
 
・毎授業がこの「プリント学
習」のパターン 
 
・授業の説明はこのプリント／
Work シートを映写した白板の上
で行う 
 
・空欄には「重要語句」を充て
ない 重要語句の扱われ方が大
切（形成的な設問） 
 
・知識の投げ渡しにならないよ
うに注意して、適語はできるだ
け生徒自身に見つけさせ、言わ
せる（教師の力量） 

【復習】 
「今日やったこと」を自己チェッ
クしながら考えを深める 
 
・設問のパターンは毎回異なる 
 
・「Review のヒントは必ず Work
シートか授業の中にある」という
のが基本ルール 
 
・文末処理を指定することで、考
える「外枠」を与える 「〜こ
と」「〜ため」「〜から」 
 
・字数指定は何が焦点になってい
るかを考えさせるため 中心概念
を探す ここでは「象徴天皇制」 

四角内は校内

ネットで配信

されて、生徒
は PC 画面で

見て、作業で

きる 
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【生徒 A】 
 
・対比している「国民主権」につ
いての記述が弱い 
 
・「「国的的」は良いが、これを
「国的行為」という語句につなげ
たい 
 
・解答の中心概念になるべき「象
徴天皇制」がない 

【生徒 B】 
 
・「象徴天皇制」はカバーされて
いる 
 
・「国民主権」にも触れている 
 
・ほぼ、要求水準にある 

【想定していた解答】 
 
「政治は国民主権に基づいて行
い、天皇は儀礼的な国的行為の
みを行う象徴天皇制により」 
（39 文字） 

【導入】 
「今日は何をやるか」を理解する 
 
・資料は『もういちど読む山川倫
理』を利用 PDF をネット上にお
いて、生徒は DL して読む 
 
・読めばわかる程度の基本読解の
作業をさせる 
 
・哲学用語は日常語とは異なる使
い方をしているので初出では理解
困難 予習は大きな意味を持つ 
 
 
・時間のかかる作業なら予習宿題
として課す 生徒は授業前にネッ
トで提出し、授業者は的前に目を
通す 
 
・この作業は実質的に本単元のメ
インテーマの学習をしている 
＝反転授業の原理 
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【授業本体】 
中心的な概念を理解す
る 
 
・既習のキルケゴール
とニーチェを軽く復習 
 
・下線部が理解してお
きたい中心的な概念→
これを空欄にしない 
空欄は中心概念をサポ
ートするもの 
 
・「「括者者＝越者者 
神」の説明を充分に 
→「Review につなげる 

【復習】 
うす文字が期待している
解答 
 
・「限界状況」はヤスパー
ス理解のカギ 
Pre-view では書き抜きだ
ったが、ここでは「人生
の壁」の中身を問う 
 
・2.の問いは、ヤスパー
ス理解の核心部分 説明
はされているが、ここで
の解答文は自分で作り出
さなくてはならない 
 
・3.は定型的な正答のな
い問題 自分のことばで
解答を作り出す 

【ネットの活用で双方向、討論】 
Google「Classroom と G.Drive を利用 
（教育機関には無償提供される） 
 
・資料配布、課題発出・回収、提出管
理、採点・返却、資料保管が格段に効
率化 
 
・配布するシートは Google「document
か Google「Form を使用 ←教師の書き
込み、生徒の共同制作、即座の集計が
可能 
 
・ファイル共有は同時編集が可能なの
で、文章化しながらグループ討議する
ことが可能 →深い思考へ 

⚫ ネットワークの活用 
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 ←「この時間を確保するためにも、日々の知識学習を効率化する必要があった。 

1. 憲法判例を他生に説明「 

2. 模擬裁判:裁判員の評議を聞いて、自分の判決をつくる「 

3. 自分の自治体の政策を紹介「 

4. 構成を持ったレポートの作成「 

5. ディベート「神は必要か」「 

• プロジェクト 5.：ディベート「神は必要か」（上記のシート） 

立論は的前に文章提出する。反論→討論はその場で口頭で行う。その結果を班員は同

時編集機能を使いながら文章にまとめる。その結果を、表のように文書ディベートと

してまとめる。➡️  曖昧で言い放しではない、高度な討論につなげる 

 

⚫ 読み書きを中心とする授業の骨子 

 思考、判断、表現は高次の能力であって、ストレートには接近できない。そこに至るプ

ロセス、段階が必要である。そのプロセスを抽象的な作業ではなく、具体的な作業で支え

ようとするのが読み書きを中心とする授業の本旨である。 

その具体的作業として、 

✓ 「読んで意味をつかむ」＝読解 

✓ 「的確で意味の通る単文を書く」＝部分作文 

に集中して繰り返すことで、思考力、判断力、表現力を鍛える。 

 それを基礎力にして、プロジェクト学習においてより高度な探究活動を行う。 
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⚫ 読み書きを中心とする授業のプロコン 

メリット 

• 生徒は作業 → 確実に学習が成立 

• 集中できる、学習効果が高い 

• 繰り返し作業、レベルアップしながら作業 

• 内容の定着 

• 理解の深化 

• 習得学習の効率化 →「  探求学習への効果的な時間配分 

確実な習得    → 高度な探究 

デメリット 

• 単なる手作業になる恐れ 

      作業は思考を伴うように工夫 

• 低いレベルの思考にとどまる恐れ 

    ・思考を伴う作業を設定、特に Work には AL 要素を充分に含ます 

    ・日々の授業で、常にプロジェクト学習のテーマを意識させる 

⚫ 参考 

• すべての授業をサイトで紹介：  「「URL はコチラ → 

 内容：はじめに、日々の授業、プロジェクト学習 

 無料で閲覧できます。アプリケーションのサブスク購入画面が出たら、

 URL の読み込みから再試行してください。 

（終） 
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